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作業従事役員等の特別教育に係る

労働安全衛生法改正のＱ＆Ａ

Ｑ２ 作業従事役員等が危険又は有害な機械等を使用する場合に留
意すべき点は何でしょうか？

Ａ２

◆ 労働者でない作業従事役員等が労働者と

同じ現場で作業する機会が増えていること

から、その場合、作業従事役員等がフォー

クリフト等の危険又は有害な機械等を使用

する場合についても、労働者が使用する場

合と同様に、安全基準を満たした機械を使

用し、必要な定期自主検査等を実施しなけ

ればなりません。

Ａ３

Ｑ３ 作業従事役員等が特別教育を必要とする業務に従事する場合
に特別教育を受ける必要はありますか？

◆ 作業従事役員等が、特別教育を必要とする

業務（テールゲートリフターの操作の業務

等）に従事する場合に、従業員と同様に特別

教育が義務付けられました。

Ｑ１ 作業従事役員等とはどのような人でしょうか？

Ａ１

◆ 個人事業者（一人親方を含む）又は法人の代表者もしくは役員である作

業従事者をいいます。

◆ 陸運業の場合は、300人以下の労働者を使用する法人事業場の代表者も

しくは役員に限ります。
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